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	■ 開催概要
	■ 当日の状況
	1時間目　両日ともに橋の講習会では、国土交通省常陸河川国道事務所から「橋のひみつ」についてご講義いただきました。参加者は、橋の部材ごとにペーパークラフトを組み立てながら、橋の構造や仕組みを学びました。部材の細かさや数の多さに驚きつつも、親子で手をクレーンに見立て、楽しみながら組み立てを進めました。その後、茨城県土木部より、「インフラメンテナンス」、「点検対象橋梁」、「橋梁点検チェックシート」についてご説明いただきました。インフラメンテナンスの重要性を理解し、これから行う橋梁点検の約束事項を全員で確...
	2時間目　笠間市では「大古山橋」、石岡市では「根当橋」にて、橋の点検を行いました。ここでは、全ての進行を建女ひばり会の皆様に担当していただきました。参加者は2班に分かれ、子どもと保護者のペアで「簡易橋梁点検チェックシート」を用い、高欄、地覆、排水桝、舗装、伸縮装置といったパーツごとに橋を丁寧に点検し、各自のシートに記入しました。排水溝の詰まりを発見した際には、スコップで詰まりを取り除くなど、点検だけでなくセルフメンテナンスにも挑戦しました。
	3時間目　両日ともに国道355号東成井こ線橋の工事現場を見学しました。JR常磐線上に建設中の橋を間近に見ながら、開通前の車道部分を歩きました。茨城県土浦土木事務所の方からの説明を興味深く聞き、その後の質疑応答では、子どもや保護者から多くの質問が寄せられました。「橋をつくるにはいくらかかりますか？」「何人の人が働いていますか？」といった質問に加え、1時間目で学んだ橋の寿命についての質問も出ました。また、「クレーンは何台使用しますか？」という質問には、「650tのクレーンを使用しましたが、その組み立て...

	■ おわりに
	今回のイベント開催にあたりご尽力いただきました、茨城県笠間市、茨城県石岡市、茨城県建設業協会建女ひばり会、国土交通省常陸河川国道事務所、茨城県土木部の皆様にお礼を申し上げます。

	■ アンケート結果
	報告：米田　咲（東日本支部）


